
研
究
論
文醍
醐
寺
五
重
塔
文
様
　
調
査
資
料

《
キ
ー
ワ
ー
ド
》
文
様
パ
タ
ー
ン
　
蓮
華
文

醍
醐
寺
五
重
塔
初
層
の
装
飾
文
様
は
、
外
陣
、
内
陣
と
も
に
、
ほ
と
ん
ど
全

て
の
部
材
に
描
か
れ
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
部
材
に
は
側
面
と
下
面
が
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
文
様
が
描
か
れ
る
。
こ
の
資
料
は
、
そ
れ
ら
一
つ
ひ
と
つ

の
文
様
の
形
態
と
彩
色
を
、
∴
覧
表
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
先
に
今
回
の

調
査
、
ま
た
表
の
作
成
に
よ
り
気
づ
い
た
こ
と
を
簡
単
に
ま
と
め
た
。

基
本
的
に
、
特
定
の
部
材
の
特
定
の
面
に
は
、
対
応
し
て
特
定
の
文
様
が
措

か
れ
る
。
す
な
は
ち
、
側
柱
な
ら
ば
、
四
本
と
も
同
じ
文
様
が
描
か
れ
る
の
が

基
本
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
つ
の
文
様
に
お
け
る
彩
色
の
組
み
合
わ
せ
と
、
“

部
分
の
形
が
、
方
位
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
部
材
が
あ
る
。

具
体
的
に
は
、

東
・
北
が
同
じ
で
、
南
・
西
が
同
じ
－
鳥
居
長
押
〔
側
面
〕
・
〔
下
面
〕

東
・
西
が
同
じ
で
、
南
・
北
が
同
じ
1
内
法
長
押
〔
側
面
〕

東
・
北
・
南
・
東
・
丙
・
北
・
北
・
西
・
北
・
東
が
同
じ
で
、
東
・
南
・
南
・
西
・

西
・
南
が
同
じ
－
内
法
長
押
　
〔
下
面
〕

で
、
以
上
挙
げ
た
も
の
は
二
種
類
の
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
。
こ
の
う
ち
内
法
長
押

〔
下
面
〕
　
は
、
南
・
東
を
例
外
と
し
て
、
北
側
と
南
側
の
二
種
類
に
分
け
る
こ
と

入
　
江
　
多
　
美

が
で
き
る
。

さ
ら
に
繋
ぎ
の
台
輪
　
〔
下
面
〕
　
と
四
天
柱
卜
台
輪
　
〔
下
面
〕
　
は
、
四
種
類
も

の
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
。
す
な
は
ち
、

（
い
）
　
東
・
北
・
東
・
南
・
北
・
西
・
北
・
北
t
内
・
北
が
同
じ
、
（
ろ
）
　
東
・
南
・

南
・
南
・
東
・
西
・
外
・
南
・
西
・
東
が
同
じ
、
（
は
）
　
南
・
東
・
東
・
南
・
東
・
西
・

内
・
南
㌧
西
・
西
・
西
・
南
・
西
・
北
・
南
が
同
じ
、
（
に
）
　
西
・
北
・
北
・
外
－
繋

ぎ
の
台
輪
　
〔
下
面
〕

（
ア
）
　
東
・
外
、
（
イ
）
　
東
・
内
・
北
が
同
じ
、
（
ウ
）
　
南
・
外
、
（
エ
）
　
南
・

内
・
西
が
同
じ
－
四
天
柱
上
台
輪
　
〔
下
面
〕

で
あ
る
。
台
輪
の
下
面
は
、
多
様
な
パ
タ
ー
ン
で
も
っ
て
装
飾
さ
れ
て
い
る
よ

う
だ
が
、
詳
し
く
見
て
い
く
と
、
こ
れ
ら
も
大
き
く
は
二
種
類
の
パ
タ
ー
ン
に

分
け
ら
れ
、
あ
と
の
二
種
類
は
お
そ
ら
く
間
違
っ
て
措
か
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
は
ち
、
繋
ぎ
、
四
天
柱
上
と
も
に
、
台
輪
の
下
面
の
文

様
中
央
に
は
「
四
ツ
目
文
」
が
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
に
は
「
×
字
」
と
「
＋
字
」

の
二
種
類
が
あ
り
、
「
×
字
」
　
は
　
（
い
）
　
（
に
）
　
　
（
ア
）
　
（
イ
）
　
に
描
か
れ
、

「
＋
字
」
　
は
　
（
ろ
）
　
（
は
）
　
　
（
ウ
）
　
（
エ
）
　
に
措
か
れ
る
。
「
×
字
」
　
の
グ
ル
ー
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プ
で
、
彩
色
の
組
み
合
わ
せ
が
仲
間
は
ず
れ
に
な
る
の
は
、
繋
ぎ
で
は
　
（
に
）

で
、
四
天
柱
上
で
は
　
（
ア
）
　
の
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
文
様
に
限
ら
れ
る
。
ま
た

「
＋
字
」
　
の
グ
ル
ー
プ
で
は
、
繋
ぎ
は
　
（
ろ
）
　
の
五
つ
、
四
天
柱
上
は
　
（
ウ
）

の
一
つ
で
あ
る
。
繋
ぎ
の
　
（
ろ
）
　
の
五
つ
と
い
う
の
は
、
仲
間
は
ず
れ
に
し
て

は
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
（
は
）
　
が
十
一
あ
る
の
に
対
す
る
と
や
は
り
少

な
い
っ以上
か
ら
、
繋
ぎ
は
　
（
い
）
　
と
　
（
は
）
　
が
、
四
天
柱
上
は
　
（
イ
）
　
と
　
；
）

の
文
様
が
、
本
来
意
図
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
見

る
と
、
台
輪
も
や
は
り
二
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
覧
表
　
凡
例

ま
ず
、
文
字
に
よ
っ
て
文
様
を
書
き
起
こ
し
た
表
を
載
せ
る
。

・
各
部
材
毎
に
、
外
陣
－
内
陣
－
天
井
の
順
に
記
す
。
次
に
側
面
と
下
面
が
あ

る
部
材
は
側
面
－
下
面
の
順
に
記
す
。
次
に
方
位
を
、
第
一
方
位
－
第
二
万
位

Ⅰ
第
三
万
位
の
順
に
記
す
。
第
一
万
位
と
は
、
東
・
南
・
西
・
北
　
（
も
し
く
は

北
東
・
東
南
・
南
西
・
西
北
）
　
の
こ
と
。
方
位
は
こ
の
順
で
記
す
。
ほ
ぼ
全
て

が
第
一
万
位
の
み
で
分
類
で
き
る
が
、
内
法
長
押
〔
下
面
〕
　
は
一
つ
の
部
材
の

左
右
に
二
種
類
の
パ
タ
ー
ン
を
持
つ
文
様
が
描
か
れ
る
の
で
、
左
右
の
ど
ち
ら

の
文
様
を
指
す
の
か
を
第
二
万
位
で
示
す
。
（
例
東
の
材
の
う
ち
向
か
っ
て
左

（
す
な
は
ち
北
側
）
　
に
描
か
れ
る
文
様
は
、
東
・
北
と
記
す
）
。
ま
た
繋
ぎ
の
台

輪
　
〔
下
面
〕
　
は
、
一
つ
の
方
位
に
二
本
の
材
が
通
る
の
で
、
ま
ず
第
二
万
位
で

そ
の
別
を
示
す
。
八
倒
‥
東
に
あ
る
二
本
の
材
の
う
ち
北
側
の
材
を
、
東
・
北
と

記
す
）
。
さ
ら
に
、
繋
ぎ
の
台
輪
は
、
見
上
げ
る
と
下
部
中
央
に
繋
ぎ
の
頭
貫

が
く
る
の
で
、
繋
ぎ
の
台
輪
〔
下
面
〕
　
は
繋
ぎ
の
頭
貫
の
両
側
に
見
え
る
。
こ

の
う
ち
ど
ち
ら
側
を
指
す
の
か
を
第
三
万
位
に
よ
り
示
す
。
八
倒
‥
東
・
北
の
材

の
う
ち
、
さ
ら
に
北
側
に
見
え
る
部
分
を
、
東
・
北
・
北
と
記
す
）
。
さ
ら
に
、

第
三
万
位
に
よ
り
示
さ
れ
た
部
分
に
、
外
陣
側
と
内
陣
側
、
二
つ
の
文
様
が
措

か
れ
る
。
こ
の
う
ち
ど
ち
ら
側
を
指
す
の
か
を
外
－
内
の
順
で
示
す
。
八
倒
‥

東
・
北
・
北
の
う
ち
、
外
陣
側
に
措
か
れ
る
文
様
は
、
東
t
北
・
北
－
外
と
記
す
）
。

ま
た
四
天
柱
上
台
輪
〔
下
面
〕
は
、
繋
ぎ
の
台
輪
と
同
じ
く
下
部
中
央
に
頭
貫

が
く
る
の
で
、
一
つ
の
材
が
外
陣
側
と
内
陣
側
の
二
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
こ

の
う
ち
ど
ち
ら
側
を
指
す
の
か
を
、
外
－
内
の
順
で
示
す
。
（
例
東
の
材
の
う

ち
、
外
陣
側
に
描
か
れ
る
文
様
は
、
東
・
外
と
記
す
）
。

・
面
や
内
外
の
欄
に
書
か
れ
る
○
は
、
そ
の
部
材
に
面
や
内
外
が
存
在
し
な
い

こ
と
を
示
す
。

・
文
様
の
欄
の
数
字
は
、
後
に
載
せ
る
措
き
起
こ
し
図
の
表
の
番
号
に
一
致
す

る
。・
彩
色
・
地
色
の
欄
に
書
か
れ
る
英
字
は
色
を
示
す
。
b
‥
青
、
g
‥
緑
、

0
‥
オ
レ
ン
ジ
、
r
‥
赤
、
W
‥
白

－59－

続
い
て
装
飾
文
様
を
構
成
す
る
単
位
文
様
を
載
せ
る
。

最
後
に
文
様
の
措
き
起
こ
し
図
に
よ
る
表
を
載
せ
る
。
こ
の
表
の
順
番
は
文

字
に
よ
る
表
に
対
応
し
て
い
る
。



部木 面 方位 内外 様 彩色 色

t陣 則柱 ○ 北東 （⊃ 1 （左上から順に）弁葉文の内区 r ・外区 g 。 これ

につながる弁美文の内区 r ・外区 b ・先端 g 。斜
U五弁花 （上部）の内区g ・外区 r 。これにつな
がる弁葉文の内区r ・外区 g ・先端 b 。これにつ
ながる側面形三弁花の讐g ・内区 b ・外区 r 。こ
れにつながる弁葉文の内区 r ・外区 g ・先端 b 。
弁案文の内区r ・外区b 。これにつながる弁葉文

の内区r ・外区 g 。側面形三弁花の専 g ・内区 g

・外区 r 。斜側多弁花の花心g ・内区 b ・外区 r
・斜側五弁花 （中部）の内区g ・外区 r 。これに
つながる弁葉文の内区r ・外区 b ・先端 g 。 これ
につながる側面形三弁花の琴g ・内区 g ・外区 r 。

、斗側五弁花 （下部）の内区b ・外区 r。 これにつ
ながる弁葉文の内区 r ・外区 g ・先端 b 。これに

つながる弁葉文の内区r ・外区 b 。朝顔形 g 。こ
れにつながる弁葉文の内区r ・外区 g 。これにつ
ながる弁案文の内区 r ・外区 b 。朝顔形 g ・これ
につながる弁葉文の内区 r ・外区 b 。これにつな
がる弁葉文の内区r ・外区 g ・先端 b 。これにつ
ながる側面形二弁花の曹 g ・内区 g ・外区 r 。

r

○ 南 ○ 1 ヒ東に同じ。 r
○ 南西 ○ 1 ヒ東に同じ。 r
○ 西北 ○ 1 ヒ東に同じ。 r

幣軸平坦部 ○ 東 ○ 2 四弁花の花心g ・内区 r ・外区 b 。雲形三井花の
苗 b ・内区 g ・外区 r 。これにつながる雲形三弁

ヒの内区 r ・外区 g 。

r

○ 南 ○ 2 東に同じ r
○ 西 ○ 2 に同じ。 r
○ 北 ○ 2 に同じ。 r

幣軸曲面部 ○ 東 ○ 3 四弁花の花心g ・内区 r ・外区 b 。これにつなが
る側面形五弁花の讐 g ・内区 b ・外区 r 。これに

つながる側面形五弁花の専g ・内区 g ・外区 r 。
四弁花の横につながる斜側五弁花内区g ・外区 r 。
これにつながる七葉文の内区 r ・外区は外側から
b とg を交互に置く。七案文の2 枚目と 5 枚目に

つながる側面形三弁花の琴g ・内区 b ・外区 r 。
これにつながる側面形四弁花の内区 g ・外区 r 。
七案文の4 枚目につながる側面形五弁花の琴 g ・
内区 b ・外区 r 全体を雲形b で包む。

g

○ ○ 3 に同じ g
○ 西 ○ 3 に同じ。 g
○ ヒ ○ 3 に同じ。 g

方立 見付 ○ 4 中央四弁花の花心b ・内区 r ・外区 g 。これにつ
ながる側面形七弁花 （四弁花の四方）の花心 g ・
t区 r 。各七弁花の間の側面形四弁花の専g ・内
区 g ・外区 r 。七弁花の縦方向両端の斜側五弁花
の内区b ・外区 r 。これにつながる七葉文の内区

r ・外区は外側からg とb を交互に置く。

b

b足付‥
見牲＿
見付

○ 4 に同 じ
○ 4 に同 じ b

北 ○ 4 に同 じ。 b
楯 則面 ○ 5 四弁花の花心 g ・蕊 r ・内区 r ・外区 g 。これに

つながる雲形五弁花の内区は外側からr とg を交
互に置く・外区は外側からb とr を交互に置く。

r

叫面 南 （⊃ 5 東に同じ。 r
叫面 西 ○ 5 に同じ。 r
り面 北 ○ 5 に同じ。 r

楯 下面 ○ 6 四弁花の花心g ・内区 r ・外区 b 。これにつなが

る雲形三弁花の内区 r ・外区 g 。これにつながる
璧形＝弁花の内区 r ・外区 b 。

r

（⊃ 6 に同じ r
（⊃ 6 に同じ r

下面 北 C ） 百一…‾東に同じ。 r
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匡 い、居長押 吋面 ○ 7 蓮井文の蓮肉g ・蕊は 0 地にW ・内区の内側は上
下左右g 斜方向 b ・外側はr ・外区は上下左右b
斜方向 g 。斜側蓮華文の蓮肉g ・蓮弁 r 。側面形
三弁花の専g ・内区 b ・外区 r 。これにつながる
五葉文の内区 r ・外区は外側からg とb を交互に
置く。

g

u面 南 ○ 7 蓮弁文の蓮肉g ・蕊は 0 地にW ・内区 r ・外区は
上下左右 b 斜方向 g 。斜側蓮華文の蓮肉 g ・蓮弁

r 。側面形三弁花の曹 g ・内区b ・外区 r 。これ
につながる五葉文の内区 r ・外区は外側からg と
b を交互に置 く・先端は2 枚 目と4 枚日 g 3 枚目
b 。

g

吋面 西 ○ 7 南に同じ。 g
吋面 北 ○ 7 に同じ。 g

鳥居長押 下面 ○ 8 朝顔形 g 。斜側菊花文 （左上 と右下）の蕊 0 ・花
弁 r 。斜側菊花文 （右上と左下）の蕊 g ・花弁 0 。

・側蓮華文の蓮肉 g ・蓮弁 r 。

b

下面 南 （⊃ 8 朝顔形 g 。斜側菊花文 （左上 と右下）の蕊g ・花
弁 0 。斜側菊花文 （右上と左下）の蕊 0 ・花弁 r 。
斗側蓮華文の蓮肉 g ・達弁 r 。

b

下面 西 ○ 8 南に同じ。 b
面 ヒ ○ 8 に同じ。 b

鳥居長押 （端） 吋面 ○ 9 内側の績綱 r ・これにつながる蓮井の並列文の内
区 r ・外区は上からg とb を交互に置く。これに

つながる半裁花文の内区の内側 r ・外側 g ・外区
の内側 r ・外側 b 。

g

q面 南 ○ 9 に同じ。 g
q面 西 ○ 9 に同じ。 g
q面 ヒ ○ 9 に同じ。 g

鳥居長押 （端） 下面 ○ 9 鳥居長押 （端）の側面の東に同じ。 b
下面 南 ○ 9 に同じ。 b
下面 ○ 9 に同じ。 b
下面 北 ○ 9 に同じ。 b

内法長押 側面 （⊃ 1 0 中央四弁花の花心 b ・内区 r ・外区 g 。これにつ
ながる側面形三弁花の曹b ・内区 g ・外区 r 。こ
れにつながる斜側五弁花の内区b ・外区 r 。これ
につながる七葉文の内区 r ・外区は外側からg と
b を交互に置く・先端は2 枚目と6 枚目g 3 枚目
と 5 枚目b 。

g

u面 南 ○ 1 0 中央四弁花の花心g ・内区 r ・外区 b 。 これにつ
ながる側面形三弁花の考 g ・内区 b ・外区 r 。こ
れにつながる斜側五弁花の内区g ・外区 r 。これ
につながる七葉文の内区 r ・外区は外側からb と

g を交互に置く・先端は2 枚目と 6 枚目b 3 枚目
と5 枚目 g 。

g

叫面 西 ○ 1 0 に同じ。 g
u面 北 ○ 1 0 南に同じ。 g
面 一北 ○ 8 鳥居長押の下面の南に同じ。 b
下面 ー南 ○ 8 鳥居長押の下面の東に同じ。 b
下面 南一束 ○ 8 ー北に同じ。 b
下面 南一西 ○ 8 一南に同じ。 b
下面 西一南 ○ 8 一南に同じ。 b
下面 西一北 ○ 8 一北に同じ。 b
下面 北一西 ○ 8 ー北に同じ。 b
下面 北一束 ○ 8 東一北に同じ。 b

内法長押隅柱際 下面 ○ 1 1 中心花文の内区 r ・外区 b 。これにつながる側面
形五弁花の花心b ・内区 g ・外区 r 。

b

下 南 ○ 1 1 に同じ b
b○ 1 1 に同じ

下面 北 ○ 1 1 に同じ。 b
側柱上台輪 u面 ○ 1 2 四弁花の花心g ・内区 b ・外区 r 。これにつなが

る二葉文の内区 r ・外区 b ・先端 g 。これにつな
がる側面形二弁花の曹b ・内区 r ・外区 g 。

r

＿些面－＿
刑面

○ 1 2 に同じ r
西 ○ 1 2 に同じ。 r
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ト陣 側柱上台輪 U面 北 （⊃ 1 2 東に同じ。 r
繋 ぎの頭貫 則面 （⊃ 1 3 中央の菱形はr 地に四ツ目文 （＋字）g ・周囲を

b の嬉綱で囲む。これにつながる雲形五弁花の内
区g ・外区 r 。各五弁花の間の四隅の側面形三弁
花の花心 g ・内区 r ・外区 b 。五弁花の両端につ
ながる側面形二弁花の花心b ・内区 r ・外区 g 。

r

期面＿＿

＿哩直＿印面

○ 1 3 東に同じ r
○ 1 3 に同じ r

北 ○ 1 3 東に同じ。 r
繋ぎの頭貫 下面 ○ 5 四弁花の花心 g ・蕊 r ・内区 r ・外区 g 。これに

つながる雲形五弁花の内区は外側からb とg を交
互に置く・外区 r 。

b

下 ○ 5 に同じ b
下 ○ 5 に同じ b
面 ヒ ○ 5 に同じ。 b

ぎのム ＿坦直1

＿坦画＿吋面

○ 1 2 側柱上台輪の側面の東に同じ。 r
○ 1 2 に同じ r

西 ○ 1 2 に同じ。 r
吋面 ヒ ○ 1 2 に同じ。 r

繋ぎの台輪 下面 一北一北 t 1 4 中央の菱形はb 地に四ツ目文 （×字）g 。この四

につながる斜側五弁花 （上下）の内区 r ・外区
b 。斜側五弁花 （左右）の内区r ・外区 g 。これ
につながる雲形三弁花の内区b ・外区 r 。これに
つながる雲形二弁花の内区g ・外区 r 。

g

下面 東一北一北 内 1 4 東一北一北の外に同じ。 g
下面 東一北¶南 t 1 4 一北 一北の外に同じ g
下面 一北一南 内 1 4 東一北一北の外に同じ。 g
下面 一南一北 t 1 4 東一北一北の外に同じ。 g
一南一北 内 1 4 ー北一北の外に同じ。 g

下面 東一南一南 t 1 4 中央の菱形はb 地に四ツ目文 （＋字）g 。この四

につながる斜側五弁花 （上下）の内区 r ・外区
b 。斜側五弁花 （左右）の内区r ・外区 g 。これ
につながる雲形三弁花の内区b ・外区 r 。これに

つながる雲形二弁花の内区g ・外区 r 。

g

g下面 東二庸二布目内 1 4 東一両一両の外に同じ。
下面 南一束一束 t 1 4 中 の芦こ形はb 地に四ツ ＋ g 。」の四

方につながる斜側五弁花 （上下）の内区 r ・外区

g 。斜側五弁花 （左右）の内区r ・外区 b 。これ
につながる雲形三弁花の内区b ・外区 r 。これに
つながる雲形二弁花の内区g ・外区 r 。

g

下 一束一束 内 1 4 南一束一束の外に同じ。 g
面 南一束一西 t 1 4 東一両一両の外に同じ。 g
下 南一束一西 内 1 4 南一束一束一外に同じ g
下 一西一束 t 1 4 一南一両の外に同じ。 g
下面 南一西一束 内 1 4 東一南一南の外に同じ。 g

g下 南一西】西 t 1 4 南一束一束の外に同じ。
ー西一西 内 1 4 南一束一束の外に同じ。 g

下 ー南一両 t 1 4 南一束一束の外に同じ。 g
一南一南 内 1 4 南一束 一束の外に同じ。 g
一南一北 t 1 4 南一束一束の外に同じ。 g
一南一北 内 1 4 南一束一束の外に同じ。 g

下面 西一北一南 ← 1 4 南一束一束の外に同じ。 g
g
g

十両
下面
西一北一南 内 1 4 南一束一束の外に同じ。
西【北一北 t 1 4 中央の菱形はb 地に四ツ目文 （×字）g 。この四

方につながる斜側五弁花 （上下）の内区r ・外区

g 。斜側五弁花 （左右）の内区 r ・外区 b 。これ
につながる雲形三弁花の内区b ・外区 r 。これに

つながる車形二弁花の内区g ・外区 r 。
西一北一北 内 1 4 東一北一北の外に同じ。 g
北一西一西 t 1 4 一北一北の外に同 じ。 g
北一西一西 内 1 4 東一北一北の外に同 じ。 g

g北一　 一束 ト 1 4 東一北一北の外に同 じ。

下面 ヒー　 一束 内 1 4 東一北一北の外に同 じ。 g
北二乗二西＿＿
北一束一西

t
内
1 4 一北一北の外に同 じ。 g

下面 1 4 束一北一北の外に同 じ。 g
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外摩． ぎの一し、輪 下面 北一乗一束 t 1 4 東一北一北の外に同 じ。 g
面 北一束一束 内 1 4 東一北一北の外に同 じ。 g

腰長押 ○ 〇　 一1 5 二重の四弁花の花心b ・ （一重目の）内区 r ・
t区 g ・（二重目の）内区r ・外区 b 。これに

つながる五葉文の内区 r ・外区 g ・先端 b 。こ
れにつながる雲形二弁花の内区r ・外区 b 。

r

○ 南 ○ 1 5 に同じ r
r○ 西 ○ 1 5 に同じ。

○ 北 ○ 1 5 東に同じ。 r
連子窓羽目板額縁 ○ 東 ○ 1 6 半裁四弁花の花心 b ・内区 r ・外区 g 。これに

つながる雲形三弁花の内区 r ・外区b 。全体を
垂形 r で包む。

r

○ 南 ○ 1 6 東に同じ。 r
○ 西 ○ 1 6 に同 じ。 r
○ 北 ○ 1 6 に同 じ。 r

内陣 四天柱柱帯 ○ ○ 1 7 四弁花の花心 g ・内区 r ・外区 b 。これにつな
がる側面形五弁花の花心b ・花弁 r 。半裁四弁
の花心b ・内区 g ・外区 r 。

b

○ 南 ○ 1 7 に同じ。 b
○ 西 ○ 1 7 に同 じ。 b
○ 北 ○ 1 7 に同 じ。 b

；頭貫 叫面 東 （⊃ 1 3 ぎの頭貫の側面の東に同じ。 r
吋面 南 ○ 1 3 に同じ。 r
叫面 西 （⊃ 1 3 東に同じ。 r
吋面 北 ○ 1 3 に同じ。 r
下面 ○ 5 ぎの頭貫の下面の東に同じ。 b
下面 南 （⊃ 5 に同 じ。 b
面 西 ○ 5 に同 じ。 b
下面 北 （⊃ 5 に同 じ。 b

四天柱上ム輪 り面 東 ○ 1 2 打柱上台輪の側面の東に同じ。 r
印面 南 ○ 1 2 に同じ。 r
叫面 西 ○ 1 2 東に同じ。 r
吋面 北 ○ 1 2 東に同 じ。 r
下面 東 t 1 8 中央 b 地に四ツ目文 （×字）g 。斜側五弁花 （

上下）の内区 r ・外区 b 。斜側五弁花 （左右）
の内区 r ・外区 g 。これにつながる雲形三弁花
の内区 g ・外区 r 。

g

面 内 1 8 中央 b 地に四ツ目文 （×子）g 。斜側五弁花 （
上下）の内区 r ・外区 g 。斜側五弁花 （左右）
の内区 r ・外区 b 。これにつながる雲形三弁花
の内区 g ・外区 r 。

g

面 南 ト 1 8 中央 b 地に四ツ目文 （＋字）g 。斜側五弁花 （
下）の内区r ・外区 b 。斜側五弁花 （左右）
の内区 r ・外区 g 。これにつながる雲形三弁花
の内区 g ・外区 r 。

g

下面 南 内 1 8 中央 b 地に四ツ目文 （＋芋）g 。斜側五弁花 （
下）の内区r ・外区 g 。斜側五弁花 （左右）
の内区r ・外区 b 。これにつながる雲形三弁花
の内区g ・外区 r

g

下面 西 ト 1 8 南の内に同 じ。 g
面 西 内 1 8 南の内に同 じ。 g

g下面 北 ト 1 8 東の内に同 じ。
面 北 内 1 8 の内に同 じ。 g

天井支輪板 ○ 東 ○ 1 9 ‾重の四弁花の花心 b ・（一重目の）内区 r ・
t区 g ・（二重目の）内区b ・外区 r 。半裁四
弁花の花心 b 。内区 g ・外区 r 。

W

（⊃ 南 ○ 1 9 に同じ W
○ 西 （⊃ 1 9 に同じ W
（⊃ 北 （⊃ 1 9 東に同じ。 W

心柱板絵 （額縁） ○ 東 ○ 2 0 半裁四弁花の花心 g ・内区 r ・外区 b 。これに

つながる側面形五弁花の花心b ・内区 r ・外区
g 全体を雪形 r で包む。

r

（⊃ 南 ○ 2 0 に同じ r
（⊃ 西 ○ 2 0 東に同じ。 r
○ 北 （⊃ 2 0 に同じ。 r
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井 亘天井板 ○ 東 ○ 2 1 A ＜四弁花の花心 g ・内区 0 ＋ r ・外区 b 。こ
れにつながる側面形五弁花の花心b ・花弁 0 ＋

r 。＞B ＜四弁花の花心b ・内区 r ・外区 g 。
これにつながる側面形五弁花の花心 g ・花弁 r 。
＞A とB を交互に繰り返す。

W

○ 南 ○ 2 1 に同じ。 W
○ 西 ○ 2 1 東に同じ。 W

W（⊃ 北 ○ 2 1 に同じ。
辻飾 （⊃ ○ 2 2 四弁花の花心 g ・内区 b ・外区 r 。 b

○ 南 ○ 2 2 に同じ。 b
○ 西 ○ ▲2‾2▲■ に同じ。 b
○ 北 ○ 2 2 東に同じ。 b

装飾文様は、基本的にいくつかの単位文様の組み合わせによって形成されている。以卜にその単位文様を

図示する。

⑳㊥㊥傘
正面向蓮華文　　　　　　　　　lLl再向四弁花文

斜側蓮華文 鍋
雲形弁案文

弁　葉　文

斜側五弁花文

二言
斜側多弁花丈
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